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土 生 公 民 館 
Ｈ２４．２．２０ 

この講座の資料は，森本 繁著 浪速社 瀬戸内しまなみ海道「歴史と文学の旅」・因

島文化財協会の「因島史跡散歩」「土生村風土記」・田中 稔著「因島史考」を参照・引

用させていただきました。ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天授３年（１３７７）因島中庄（京都加茂神社の摂社比良木神社領）の北朝方の茶臼

山城主大鳥少輔義康が釣島箱崎浦の合戦の時，南朝方村上師清とその子，義顕の父子に

攻められて，義康の弟九郎左衛門尉宗義は田熊の龍ケ迫で今岡対馬守通宗（みちとう）

等と共に戦死しました。宗義の妻妙泰夫人は郎党数名と義康の影武者として甲冑に身を

かためて，土生越えまで逃れたが大勢の敵に出逢い，この地で戦死しました。また，義

康の二男盛久と女児一人が土生の三子松で斬られて相果てたと伝えられています。 
この神社に祈祷すると，婦人のあらゆる願いがかなえられるとして昔から厚い信仰が

続けられています。妙泰夫人の供養塔は田熊浄土寺にある岡野の元祖，岡野對馬守藤原

道宗公の墓地にあります。元禄九年（１６９６）「妙泰菩提也，三月二日」と刻銘され

ています。この地一帯，對潮院裏山には，３４基の一石塔が各所に散在し祀られていて，

この中に寛永１０年１月２日の銘があるそうです。 

妙泰神社 
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「藤原神社のビャクシン」の謂われの

説明板 尾道市教育委員会 
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梵音山慈眼寺對潮院と言い臨済宗に属しています。本尊は如意観音で南北朝時代

の作と伝えられています。また，秘仏は薬師瑠璃光如来で薬師堂に安置されてい

ます。古くは村上水軍の第２家老稲井勧解由左衛門尉源家治の屋敷跡であったそ

うです。稲井勧解由は清和源氏新田義貞の弟，脇屋義助の子孫で小丸山城主であ

りました。 
屋敷は東と南に堀を作り背後に小丸を控え西に海をひかえた土居構えで地の理

を得た要害（地形がけわしく守りに有利な場所）でありました。のち村上水軍の

第４家老宮地大炊助の子孫光時が慶長１３年（１６０８）臨済宗佛通寺の円福寺

系として備中国井山寶福寺の明峰恵三禅師を招じて開山として今日に至っていま

す。 
昭和６３年開創の瀬戸内３３観音霊場２６番に指定されており，また，境内に島

四国霊場５２番太山寺があります。なお秘仏は薬師瑠璃光如来で安置されていま

す。屋敷の西側の海は寛文１１年（１６７１）埋め立てられ，東と南側にあった

堀も，第２次世界大戦後，まもなく埋め立てられました。 
寺山には，「竹之内宮地」「住屋宮地」や，また，宝地氏宅の裏には「大土生宮地」

などの墓所があり，ありし日の歴史を物語っています。 
「竹之内初代宮地勧左右衛門賢正（家山宗傳居士）」元亀２年(1571)１月２４日
卒（卒去）や賢正の室（林屋妙梅大師）天正１１年(1583)３月２４日卒の記録が残
っていて，對潮院再興以前を相当さかのぼることができるそうです。 

對潮院本堂 

竹
之
内
宮
地
家
墓

水軍無縁墓 
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和霊神社は，対潮院山門前のバス道から山手の中庄から新しい道の陸橋がかかって

いる所を渡った右上に祀られています。元は左山手にありましたが，陸橋を作るのに

位置が変わっています。 
又，一石五輪塔は，他説によると南北朝時代，釣島箱崎浦の合戦で亡くなった人を

祀ったとも言われています。６０年ほど前の道路改修のとき，縁故者が持ち帰ったと

言われていますが，定かではありません。 
瀬戸内海地方では，旧６月２３日は「ワレイマチ」「カヤマチ」と言って，「各戸と

も蚊帳を吊らずに就寝する」と伝えられています。この日は，愛媛県宇和島市の和霊

神社の祭礼で，祭神は山家清兵衛「宇和島藩の家老が藩の内紛で恨みを買い，蚊帳の

中で，非業の死を遂げた。その恨みを，藩主に表すのでこれを鎮めるため，神に祀っ

たのが始まり」と言われています。生前不治の病気で苦しんだ者が，死後，お祀りを

すれば，後年その病気を快癒に，あらたかであるという様な夫婦石の信仰もその一例

だと言われています。 
この様な和霊は常に後の世に願いを叶えて頂ける神仏として，多くの信仰者を招く，

和霊信仰は現在，漁業神・農業神と化しているそうです。蚊帳は一日で作り上げない

と凶事が起きるとか，三方の角を吊る「ミミスガヤ」を忌む等，蚊帳に関する民間信

仰は今でも多く残っているそうです。 
 
 
 
 
 

 

蚊帳にまつわる禁忌（タブー） 

 蚊帳は一日で縫い上げるもので，近所の人にも手伝ってもらう。 

 妊娠中の人に蚊帳に入ってもらうと縁起が良い。 

 蚊帳は七日盆（七夕のこと）に洗うもの。 

 家で死者がでた際には，蚊帳は四方の一つをはずして三方で吊るす。 

←だから，普段は三方で吊るしてはいけない。 

 蚊帳の吊り始めは，吉日を選ぶ。 

 ５月に蚊帳を吊り始めると幽霊がでる。 

 雷がなっている時は，蚊帳に入ると良い。 

 ９月になったら蚊帳を吊ってはいけない。 

  ９月に吊るなら，雁（かり）の絵を描いて貼る。 

 秋に，蚊帳の中で雁の声を聞くと災いから逃れることができるという 俗信から。   

蚊帳にまつわる民俗より 

和
霊
神
社
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通称「じんしの森」と読まれているのが，地主の森のことです。 
屋敷神を地主神とか荒神神とか呼び，その土地を開発した先祖の霊を祀るという伝えが

あるそうです。又，昔の戦死者（昔の武士）の霊を祀ってあるとも言われているそうです。

北側の森には５㍍から６㍍ばかりもある大松があったそうですが，戦時中に供出と言う

ことで伐採されてしまったそうです。この森には，２匹の蛇が常にたむろしていたそうで

すが，大松を切るときに一緒に殺されたそうです。その後，殺した人や森の周辺の人々に，

次々と不幸事が続いたので，祈祷師などに拝んでもらったら，殺された蛇のたたりだと言

われたそうです。郷区の班内の有志の出資により「松の大神」として現在に至っているそ

うです。 
蛇は古来，水界の神性生物として恐れられて，その形からナガモノ・ナガムシと呼ばれ

て来たそうです。昔話の蛇の婿入りではさらに，端午の節句の菖蒲湯の由来等として語ら

れ，金物を嫌う水神の特徴がよく示されていると言われています。蛇は家の神としても，

その盛衰を左右すると信じられ，蔵に蛇が，特に白蛇がいると家運が栄えると言われてい

るそうです。 
中国・四国地方にはトウビョウ・トンボ神という蛇神つきの家筋があり，これにつかれ

ると，金持ちになると言う言い伝えもあるそうです。弁天・諏訪社・村々の明神は，蛇を

使わしめとしている信仰もあるそうで，鶏卵がよく供えられていると言うこともあるそう

です。各地の蛇絵馬はミコギギの指示によることが多く，とぐろをまいた蛇の中に，手を

入れると，運がよいなどの俗信，全国的に伝えられているそうです。文化財第１６号 

地主神 

松之大神 
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土生から中庄に通ずる大山峠道に才の神又は道祖神と言ったお地蔵さんが峠をはさんで

両側に祀られています。土生側の地蔵堂は古式をよく遺していて，四つ堂と云われ通行者の

休み所にあります。 
中庄側の地蔵堂の上側に石碑があり，その側らには落人之墓と刻銘された石碑がありま

す。平家の落人と思われますが，詳しくは分かりません。 

大山峠山頂付近の案内板 青影山 山頂まで 1,700Mの道標

中
庄
側
の
地
蔵
堂

中
庄
側
の
地
蔵
堂
の
上

側
の
石
碑 

石
碑
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横
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る
「
落
人
之
墓
」

と
記
載
さ
れ
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る
小
さ
な
碑 

大山峠から竹島方面の景色 

土
生
側
の
地
蔵
堂
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江戸中期文化文政の頃より廻船業が盛んとなり三庄・椋浦の千石船が島方各地の船方

を雇用していたそうです。船方道は，大山峠より原山奥を経て三庄善徳寺に通ずる道で，

中庄から三庄を通る古道です。 
また，この道から大山峠へ行くと，途中に大山神社の奥の院・元宮があります。

大山峠の林

道からの遠

望 

大
山
峠
か
ら
郷
方
面
の
遠
望 

大山峠から土生方面 
土生から善徳寺方面

郷から登った所の道標

大山神社奥の院・元宮 



 8

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
村名  戸口と人口   石高     船舶数 
重井村 381戸(2,173人) 562石 (94町) 49隻  50石以下 
田熊村 379戸(1,895人) 281石 (40町) 22隻 200石以下 
土生村 213戸(1,071人) 172石 (31町) 86隻  500石以下 
三庄村 347戸(1,539人) 555石 (71町) 76隻 1,200石以下 
椋浦村 180戸 (742人)  58石 (14町) 35隻 500～1,000石以下 
鏡浦村  66戸 (390人)  34石  (6町)  9隻 500石以下 
外浦村   96戸 (545人)  63石  (9町)  3隻 600石以下 
中庄村  422戸(2,285人) 864石(103町) 18隻 110石以下 
大浜村 158戸  (795人) 275石 (31町) 21隻  50石以下 

村名  隻数  石高(御調郡) 
土生村 86隻  500石以下   中型船 
三庄村 76隻 1,200石以下  千石船 
椋浦村 35隻 1,600石以下  千石以上
立花村 20隻   900石以下 
尾道町 235隻    不明 

町村名  隻数  石高(豊田郡) 
瀬戸田町 2 4隻  600石以下 
須波村  112隻  500石以下 
忠海村 158隻  850石以下 
木谷村  19隻 1,590石以下 
大長村  64隻   650石以下 

町村名  隻数  石高(御手洗町) 
大崎東野村 251隻 1,300石以下 
大浜村   45隻    450石以下 町村名  隻数  石高(賀茂郡) 

下市村  128隻    1,000石以下 

町村名  隻数  石高(安芸郡) 
仁保島  453隻    1,200石以下 
蒲刈島 310隻   1,400石以下 

町村名  隻数  石高(佐伯郡) 
飛渡瀬村  21隻   1,500石以下

芸州藩内各港の船舶数 

芸藩通志（げいはんつうし）は，頼杏坪，加藤株鷹，頼舜壽，黒川方桝，津村聖山，吉田吉甫，

正岡元翼によって著作・編纂された安芸国広島藩の地誌で，文政 8年（1825 年）に完成した。 

ウィキペディアより 

千石船について 
18世紀中期のもので，船体は 24反帆・1000
石積（積載重量 150トン，全長 29メートル，
幅 7.5メートル，15人乗り）とあります。 
『事典しらべる江戸時代』（林英夫／編 青木
美智男／編 柏書房 2001）の「弁財船の構
造」から引用。 
 

 
Yahoo画像より 

当時の因島の中では，中庄が戸数・

人口とも一番多く，土生は三庄につい

で５番目で少ない。 
因島の中では椋浦は舟の隻数は多

く，千石船の寄港地であったようで

す。千石船で遠く，北海道への航路も

あったようです。 
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大化の改新に伴い大宝の律令（大宝元年 701）がしかれ，地方では国司，郡司，里長
などが置かれましたが，霊亀元年(715)郷里制施行で，里が郷の変わり，郷の下に２～３
の里が置かれたそうです。（以前は，５０戸で１里とし里長をおいていたそうです。） 
因島の郷衛（郷を守る所）は，土生の湊地区鴻池のほとり，「こう垣内」に置き，居館

は土生郷地区の長加八（おさかばち）に置き，道樓寺は郷司刑部直（おさかべのあたえ）

の氏寺であったと伝えられています。 
三庄越え，才の池の北側山中に中世期の遺跡，道樓寺跡が鉄塔の下みかん畑の端に石

塔が残り祀られています。この付近一帯に石仏や五輪塔などが道端の草むらの中に残っ

ているそうです。 
天正２１年(1366)以来，京都東寺の寺領として直接支配するようになると，道樓寺は

その政所となったのではないかと言われています。 

土生から峠越しで三庄へ行く旧道の境にあって，三庄は三庄の道祖神で守り，土生

は土生の道祖神で守る，古い形の守り神があります。 

 道祖神（どうそじん，どうそしん）は，路傍の神である。集落の境や村の中心， 
村内と村外の境界や道の辻，三叉路などに主に石碑や石像の形態で祀られる

神で， 芭蕉の「奥の細道」では旅に誘う神様として冒頭に登場する。 村の守り

神，子孫繁栄，近世では旅や交通安全の神として信仰されている。 古い時代

のものは男女一対を象徴するものになっている。「ウィキペディア (Wikipedia): 

フリー百科事典」より 

道樓寺跡の石塔

道端の草むらに遺って

いると思われる石仏や

五輪塔の残欠 
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三庄の道祖神 
土生の道祖神 

東
山
繁
多
寺

東山繁多寺は「才の池」の横にあります。この寺は八十八ヶ所，五十番札所にな

っています。 
本四国のこの札所の前，４９番浄土寺ゆかりの人物に空也上人が登場しています

が，それに続いて５０番札所には一遍上人も現れています。 
空也も一遍も浄土宗的な時宗の開祖とも言われています。 
一遍は地元の豪族伊予の守河野通広の子として延慶元年(1239 年)に誕生し，１
５才で出家し，比叡山で天台宗を学んだ後，九州の太宰府に渡って念仏の教理を

受け感激して知真坊と言っていたそうです。熊野に詣でて初めて一遍と名を改め

１０万人を教化しようと勧進帳，念仏札を作って諸国を造化しました。擦り切れ

た草履を履き，鉦を叩いて庶民に念仏をすすめ，職を巡礼しました。空也上人を

心の師と仰いでいたからであると言われています。だから，空也も一遍も諸国の

庶民を対処にした信仰だったので，同じような姿で身をも捨てることに何とも思

わなかったとも思われます。家族は元より寺も弟子も持たず，もっぱら阿弥陀都

の「運び屋」として生涯を全うしたそうです。 
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小丸山（小丸）城跡の登り口に論師石（どんじ石）と呼ばれる信仰の巨石群が立っ

ています。小丸山城は小丸城とも記載されています。ここでは小丸山城と記載します。

登り口は色々ありますが，宝地谷からが一番近いと思います。 
他の登り口は竜王山麓からも登れます。旧土生中グランド東詰の道を少し登ると郷

区八班に属する民家が数戸あります。この集落を少し過ぎたところに南谷奥の池（水

持畝高二畝１５歩。正徳２年（１７１２）に構築があったそうですが，ここも埋めら

れてみかん畑になっているそうです。山手側に少し茅のある土手が残っており，昔を

偲ぶことができます。竜王山麓を東北にたどっていくと，水の豊富な谷があり，その

先を山に入って行くと，土生と三庄の尾根を東北に進み３０分余り行くと論師石につ

きます。数１０屯あるような巨石が６０戸余りあります。地元の人は「どんじいし」

と呼んでいます。論師石とは石神で物事を決めかねている時石神にお願いして決める

古代からの風習があります。その昔，村の境を決めるのに庄屋や有志が集まってあれ

これ論じあったので論師石という話もあるそうです。 
この辺りは，標高１４２㍍で「かみ山」と言っています。本丸，二の丸，三の丸が

丘陵尾根を北に向かって張り出しており，西側に二つの段があるそうです。室町時代

の築城と云われていて，村上水軍の第二家老稲井勧解由源家治が貿易担当として居城

し，遣明船団や遣鮮船団及び三庄倉庫群などが支配していたそうです。山麓西側に寺

跡（宝持寺跡）と館跡（後大土生宮地家庄屋跡）があり，また，對潮院は對潮閣と言

って，館であったそうです。東側山麓の丘陵に段が張り出し，その南側に屋敷地があ

り，現在の明徳寺で土居城跡と言うそうです。 
城跡や尾根を少し戻ると巨石の上に立派な地蔵尊が祀ってあります。これは三庄明

徳寺の山四国霊場で，六七番大興寺から七四番高山寺，までの八霊場があるそうです。
 

「どんじいし」上部 
「どんじいし」からの下側の巨石

「どんじいし」の遠望 「どんじいし」下側からの全景
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小丸山城本丸跡 探索し

ましたが，草や枯葉等で覆

われ，場所を確認出来ませ

んでした。 

小丸山城の遠望と神の森の聖天さん附近

神の森の聖天さん 場所を特定することができませんでした。 
土生町郷区にある村上水軍の小丸城の古寺跡には数個の礎石と小さな祠が積み石の

上に祀られているそうです。 
昭和４５年に室町前期（約６００年前）と見られる「壷」が２個出土しているそう

です。また解読困難だそうですが「開山◯◯大僧都不◯◯第１世観◯◯」という木札

も発見されているそうです。 
当時この付近は長加谷と呼ばれ，京都から卿達が移って住み，連歌，和歌，古典な

どを教えていたと言われています。丘一つを境にして西に宝持寺跡，東にこの古寺跡

と出土品，どちらも６００年の歴史を語っているそうです。聖天さんは「大聖勧喜天」

のことで，男女和合諸願成就の神で，特に水商売の尊信が厚い神だと言われています。

往年はきれいどころのお詣りがあったそうです。 
土生町文化財だより 第１７号より 
 

百梵山城跡の遠望 
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出自は中庄の庄屋の分家に当たり，以前は村上水軍の第４家老の居宅であったとも言

われていたそうです。庄屋から医者そして現在は民家に変身しています。 
大土生宮地家について。 
慶長３年より明治初年迄，三百年間，土生村庄屋として前後１３代勤めたそうです。

この石垣は，元の屋敷の因島村上家第２家老稲井氏の居館跡の石垣で，約５００年の

星霜（せいそう）を経て貴重な遺構を呈しています。現在は明治のころより宝地氏が住

居しておられます。 

火除けの神さん 木野山神社 「小丸山城跡」「百梵山城跡」の両城のひかえの砦と

伝えられています。 
木野山神社は三庄峠・才の池，南側山中に祀られて火難除けの神として古くから信仰

されてきたそうです。明治中期に今治保太郎さん，その他の人の寄進で大岩に三体の磨

崖仏が刻まれていて重要な拠点であったと思われています。附近一帯には「ウバメガシ」

の原生林繁茂して石崖も三段に築かれていてかつての砦の名残りが漂っているそうで

す。 

木野山神社 
砦の名残りと思われる「石崖」

三
体
の
磨
崖
仏 

遺
構
の
石
垣 
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この谷は宝地谷と言い，原始時代の住居，修験道場跡，南北朝時代の古戦場であり，水軍

時代の城跡でもあるそうです。現在も，寺跡の石垣や井戸が残っているそうで，１２０体か

らなる石塔群と須佐神社（通称荒神社）があります。宝地家には古く本尊不動明王と２尺８

寸の木造地蔵菩薩立像が伝えられているそうです。 
この地蔵菩薩像には，文和壬辰の歳３月 元和乙卯の歳６月 承元第３方大々 嘉永３年

春６月 阿闍梨慈勝院正規 と銘があり，承元３年（１２０９）は今から約８００年ほど前

になります。また，次のようの墨書された台木も残っているそうです。 
奉請守 諸守護地蔵菩薩 天正１８年１０月１８日  庚寅歳 小丸山宝持寺 
宝持寺は戦火により焼失し，天正１５年（１５８７）に本殿を修理したとあるそうです。

宝持寺を菩提所としていた稲井家が慶長５年（１６００）この地を去って広島に赴いたので，

大檀那を失いその後は廃寺となりましたが，中世末まで地蔵堂を遺し一応寺跡として役を果

たしていたそうで，慶応４年（明治元年）の護摩札が残っているそうです。 
「慶応４年 札頭役  奉修不動護摩供当病平癒祈処 ８月吉日」，とある地蔵堂は現在

荒神社の東側のミカン畑となっている所にあって，明治の末か大正の初めごろ老朽化して使

用出来なくなったので壊しただそうです。須佐神社は通称荒神さんと言われており，宝持寺

の守護神三宝荒神であるそうです。 

須
佐
神
社
と
石
碑

須佐神社の内部

土
生
村
庄
屋
・
大
土
生
宮
地
家
墓
所
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稲
井
家
の
古
墓

稲
井
家
の
古
墓

稲井家墳墓 
宝地谷山中には，１２０体あまりの石塔が，所せましと寄り添うように祀られて

おり，石塔群の中には室町期の五輪塔があるそうです。 
修験道宝地家の墓標は，一番上段に祀っていて，銘の確認できるもので，権大僧

都明王法師 明和四年（１７６７） 権律師柳明院法師 享保７年（１７２２）

等があり，相当高い位を持っていたと思われています。 
表面採集で，弥生式土器や須恵器，土錐などを集めていましたが，昭和６０年２

月地主の中郷孝司氏の了解を得て，ミカン畑などで，寒肥を埋める穴掘りをさせ

てもらった所，縄文式土器，弥生式土器，須恵器の破片や貝殻が地下７５㌢のと

ころで多数確認することが出来たそうです。 

宝地家の古い墓 
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對潮院妙泰神社 

蚊
帳
待
ち
・
和
霊
神
社

地
主
神
「
松
の
大
神
」

大山峠地蔵堂

船方道

道祖神

東
山
繁
多
寺

大土生宮地家
須佐神社 

郷宝持谷の

稲井家墳墓 

神
の
森
の
聖
天
さ
ん

小
丸
山
城
跡
寺
・
論
師
石 

大山神社の元宮

木
野
山
神
社

道樓寺跡 
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妙泰神社

對潮院

因島南中 

才

の

池 
越川の池 

中庄 

田熊 

大山神社湊橋 

田

熊 

長崎 

大
山
峠 

三
庄 

蚊
帳
待
ち
・
和
霊
神
社

地
主
神
「
松
の
大
神
」

地蔵堂 船方道

道樓寺跡
道祖神

東
山
繁
多
寺

小
丸
山
城
跡
・
論
師
石

元大土生宮地家 
宝地家 

須
佐
神
社

郷
宝
持
谷
の
稲
井
家
・
宝
地
家
墳
墓

木
野
山
神
社 神

の
森
の
聖
天
さ
ん

善徳寺へ
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土生村新開開拓年表略図 室町期水軍全盛

時代 
郷区下田新開對潮院下より江の内辺りまで

小規模徐々に進めたため年代不明 
江の内新開３筆（３面）寛文１１年(1,671)
宇和部 湊新開 正保～寛文頃 
湊沖新開 東新屋巻幡庄三郎氏 天保頃

宇和部新開正保３年(1,646年) 
赤松山開墾 享保の大飢饉後 赤松新開

不明 赤松浄土寺新開文化文政頃 
赤松地先埋立 大正６，７年 平木開墾 天

明の飢饉後 
塩浜塩田造成 いわしや弥次郎と□助両人

による文政元年(1,819年) 
広さ１町５反庄屋大土生宮地久右ヱ門 塩

浜埋立大正４年 塩浜地先埋立 大正６年 
長崎荒神新開天和２年(1,882) 長崎徳兵衛
新開文化文政頃(1,818 年頃) 
宮崎徳兵 安郷新開宇和部河上先次郎 行

了年代不明 

土
生
村
風
土
記
上
よ
り 

土
生
村
地
名
図
・
新
開
開
拓
図 

あとがき 土生町の史跡探訪講座には，多くの方のご協力をいただきありがとうご

ざいました。 
この講座の資料は，森本 繁著 浪速社 瀬戸内しまなみ海道「歴史と文学の旅」・

因島文化財協会の「因島史跡散歩」「土生村風土記」・田中 稔著「因島史考」を参

照・引用させていただき，監修しました。 
この講座は「土生町の歴史」を「子どもや孫に伝承」し，散策することで「健康づ

くり」になればと思い，取り組みました。 
史跡を撮影するために，現地を巡り写真を撮りました。場所が分からず，地域の人

に案内してもらったり，畑の中等で昔の話しを聞く事ができ，新たな発見をすること

ができました。本当にありがとうございました。 
まだまだ十分な資料ではありませんが，皆さん方のご教示をいただければ幸いです。

土生公民館館長 岡野光伸


